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産
業
革
命
後
に
計
画
も
な
く
無
闇
に
大
き
く
な
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

の
都
市
は
、
カ
ー
ラ
イ
ル
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
、
ラ
ス
キ
ン
、
モ
リ
ス
と
い
っ

た
有
名
な
文
芸
家
た
ち
、
そ
し
て
自
然
保
護
運
動
家
オ
ク
テ
イ
ヴ
ィ
ア
・

ヒ
ル
や
近
代
都
市
計
画
の
祖
エ
ベ
ニ
ー
ザ
・
ハ
ワ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
、
多
く
の
社
会
改
革
者
た
ち
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
。
し
か
し
、
夢

を
か
き
た
て
る
よ
う
な
、
神
秘
的
で
華
美
な
都
市
に
魅
了
さ
れ
、
相
反
す

る
感
情
を
抱
く
画
家
や
作
家
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
本
章
の
口

絵
に
用
い
た
ジ
ョ
ン
・
オ
コ
ー
ナ
ー
の
『
日
没
―
―
ペ
ン
ト
ン
ヴ
ィ
ル
・

ロ
ー
ド
か
ら
見
た
セ
ン
ト
・
パ
ン
ク
ラ
ス
駅
ホ
テ
ル
』（
一
八
八
四
年
）
で

は
、
大
英
帝
国
の
首
都
に
対
す
る
彼
の
矛
盾
し
た
感
情
が
描
出
さ
れ
て
い

る
。
前
景
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
典
型
的
な
街
路
に
見
ら
れ
る
路
面
電
車
、

馬
車
、
群
集
、
商
店
、
そ
し
て
右
手
前
の
屋
上
に
積
ま
れ
た
ガ
ラ
ク
タ
類

が
、
都
市
の
日
常
的
な
単
調
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
一
方
、
後
景
の
夕
焼

け
空
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
名
物
の
霧
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
セ
ン
ト
・

パ
ン
ク
ラ
ス
駅
ホ
テ
ル
（
一
八
六
八
年
開
業
）
の
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式

の
尖
塔
が

（
１
）

、
中
世
の
大
聖
堂
か
古
城
の
よ
う
に
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し

て
非
日
常
的
な
幻
想
を
生
じ
さ
せ
、
現
実
的
な
前
景
と
絶
妙
な
対
照
を
な

し
て
い
る
。

小
説
家
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
と
っ
て
の
ロ
ン
ド
ン
も
ま
た
、
悲
惨
な
貧
困
生

活
と
不
幸
な
結
婚
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
彼
が
、
孤
独
と
不
安
に
よ
っ

て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
に
陥
り
、
た
び
た
び
田
舎
や
外
国
へ
現
実

逃
避
す
る
こ
と
に
な
る
幻
滅
の
都
市
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
幻
想
的
な

魅
力
と
知
的
な
刺
激
が
彼
を
引
き
つ
け
て
や
ま
な
い
創
作
活
動
の
磁
場
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
両
価
感
情

ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス

は
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
郊
外
や
田
舎
に
対
す

る
態
度
に
も
見
ら
れ
る
。
い
や
、
彼
は
教
育
、
階
級
、
女
性
、
結
婚
、
金

銭
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
問
題
に
矛
盾
し
た
感
情
を
抱
き
、
そ
の
激
し

い
葛
藤
に
絶
え
ず
苦
悩
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
引
越
し
を
繰
り
返
し
た
彼

の
亡
命
者

エ
グ
ザ
イ
ル

の
よ
う
な
漂
泊
の
生
活
は
、
そ
う
し
た
両
価
感
情
ゆ
え
の
苦
悩

の
結
果
だ
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
本
章
で
は
、
都
市
に
対
す
る
ギ
ッ

シ
ン
グ
の
矛
盾
し
た
感
情
に
注
目
し
な
が
ら
、
帝
都
ロ
ン
ド
ン
の
外
的
な

力
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
彼
の
決
定
論
的
な
見
解
を
検

証
し
て
み
た
い
。

第
一
節
　
階
級
の
壁
と
都
市
の
街
路

後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
を
生
き
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
彼
が
先
輩
作
家
と

し
て
敬
意
を
払
っ
て
批
評
書
ま
で
書
い
た
デ
ィ
ケ
ン
ズ
と
の
間
に
、
大
き

な
世
代
差
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
意
識
を
育
ん
だ
の
は
、
一
八
六

七
年
の
第
二
回
選
挙
法
改
正
に
よ
る
選
挙
権
の
拡
大
、
七
〇
年
の
初
等
教

育
法
に
よ
る
文
盲
率
の
低
下
、
米
独
の
資
本
主
義
の
急
速
な
発
展
に
よ
る

七
三
年
か
ら
の
大
不
況
、
そ
し
て
大
不
況
の
深
化
に
よ
る
八
〇
年
代
初
頭

の
社
会
主
義
運
動
の
興
隆
と
い
っ
た
時
代
の
変
化
で
あ
っ
た
。
ギ
ッ
シ
ン

グ
が
死
ん
だ
一
九
〇
三
年
に
生
ま
れ
、
同
じ
よ
う
に
彼
と
の
世
代
差
を
感

じ
て
い
た
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
言
っ
た
よ
う
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
長
篇
小
説
で

労
働
者
た
ち
を
描
き
始
め
た
頃
の
ロ
ン
ド
ン
は
「
八
〇
年
代
の
霧
に
閉
ざ

さ
れ
、
ガ
ス
灯
が
と
も
っ
た
ロ
ン
ド
ン

（
２
）
」、
す
な
わ
ち
一
八
八
一
年
に
ワ
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ト
ソ
ン
博
士
と
知
り
合
っ
て
ベ
イ
カ
ー
街
の
下
宿
で
共
同
生
活
を
始
め
た

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
ロ
ン
ド
ン
で
あ
る
（
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
八
四

年
末
か
ら
六
年
間
そ
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
）。
そ
し
て
、
社
会
史
家
ブ
リ

ッ
グ
ズ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
ロ
ン
ド
ン
と
フ
ェ
ビ
ア

ン
主
義
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
エ
ド
ワ
ー
ド
朝
の
ロ
ン
ド
ン
を
結
び
つ

け
て
い
る

（
３
）
」
の
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
小
説
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
と
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
労
働
者
階
級
の
描
写
に
見
ら

れ
る
差
異
は
、
世
代
的
な
違
い
よ
り
も
気
質
的

、
、
、

な
違
い
の
方
が
大
で
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
証
拠
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
処
女
作
『
暁
の
労
働
者

た
ち
』（
一
八
八
〇
年
）
の
冒
頭
は
、
読
者
に
対
す
る
語
り
手
の
次
の
よ
う

な
誘
い
の
文
句
で
始
ま
っ
て
い
る
。

読
者
の
皆
さ
ん
、
私
と
一
緒
に
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
を
歩

い
て
く
だ
さ
い
。
貧
民
た
ち
の
市い

ち

が
立
つ
土
曜
日
の
晩
は
、
こ
の
大
都
市

の
疲
れ
た
賃
金
労
働
者
た
ち
が
、
明
日
は
奴
隷
の
よ
う
な
仕
事
が
な
い
と

思
っ
て
安
心
し
、
一
週
間
の
中
で
心
お
き
な
く
気
晴
ら
し
の
で
き
る
唯
一

の
晩
な
の
で
す
。
…
…
こ
れ
ら
﹇
ス
ラ
ム
街
の
住
ま
い
﹈
の
一
つ
を
選
ん

で
、
そ
の
入
り
口
ま
で
群
集
を
押
し
分
け
な
が
ら
進
み
、
不
快
な
悪
臭
を

我
慢
で
き
る
か
ぎ
り
覗
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
恐
ろ
し
い
暗
闇
の
中
で
目
を

凝
ら
す
と
、
私
た
ち
に
は
行
き
止
ま
り
の
路
地
が
見
え
ま
す
。
言
葉
で
は

表
現
で
き
な
い
忌
ま
わ
し
い
も
の
が
、
向
こ
う
側
で
点
滅
し
て
い
る
ガ
ス

灯
に
よ
っ
て
薄
ぼ
ん
や
り
と
見
え
る
の
で
す
。

（
第
一
部
第
一
章
）

こ
こ
で
の
読
者
は
作
者
ギ
ッ
シ
ン
グ
と
同
じ
（
下
層
）
中
産
階
級
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
都
市
の
中
心
部
で
ゲ
ッ
ト
ー
化
さ
れ
た
よ
う
な
、
そ
う
し

た
貧
民
街
を
一
緒
に
見
よ
う
と
す
る
語
り
手
と
読
者
の
、
言
わ
ば
植
民
地

主
義
的
な
視
点
は
デ
ィ
ケ
ン
ズ
や
ギ
ャ
ス
ケ
ル
に
も
見
ら
れ
る
。
語
り
手

が
中
産
階
級
の
読
者
を
導
い
て
ロ
ン
ド
ン
の
労
働
者
階
級
の
世
界
を
見
せ

る
と
き
、
そ
の
悲
惨
さ
を
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
描
く
点
で
ギ
ッ
シ
ン
グ

は
デ
ィ
ケ
ン
ズ
に
似
て
い
る
が
、
そ
れ
は
表
層
的
な
類
似
に
す
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
子
供
時
代
の
記
憶
に
基
づ
い
て
描
写
す
る
デ
ィ
ケ
ン
ズ
が
ス
ラ

ム
街
の
悲
惨
な
生
活
に
対
し
て
同
情
的

、
、
、

で
あ
る
の
に
対
し
、
大
人
の
実
体

験
に
立
脚
し
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
描
写
は
「
不
快
な
悪
臭
」
や
「
忌
ま
わ
し

い
も
の
」
に
対
し
て
反
感
的

、
、
、

で
あ
る
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
労
働
者
ま
で
視
点

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
視
点
は
距
離
を
設
け
た
ま

ま
で
あ
る
ギ
ャ
ス
ケ
ル
の
視
点
に
近
い
。
と
は
い
え
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
大、

衆
と
し
て
の

、
、
、
、
、

労
働
者
に
対
し
て
ギ
ャ
ス
ケ
ル
の
よ
う
に
同
情
や
共
感
を
抱

く
こ
と
は
決
し
て
な
い
。

『
ロ
ン
ド
ン
の
労
働
と
ロ
ン
ド
ン
の
貧
民
』（
一
八
六
一
年
）
を
出
版
し

た
翌
年
、
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ヒ
ュ
ー
は
熱
気
球
に
乗
っ
て
首
都
ロ
ン
ド
ン

を
上
空
か
ら
一
望
の
も
と
に
眺
め
た
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
男
性
遊
歩
者

フ

ラ

ヌ

ー

ル

の

よ
う
な
語
り
手
に
導
か
れ
て
陸
続
と
街
路
を
見
せ
ら
れ
る
『
暁
の
労
働
者

た
ち
』
の
読
者
も
ま
た
、
そ
う
し
た
気
球
か
ら
都
市
全
体
を
見
下
す
よ
う

、
、
、
、
、

な、
パ
ノ
ラ
マ
の
視
点
を
与
え
ら
れ
る
。そ
の
点
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、

『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
論
』（
一
八
九
八
年
）
の
中
で
ギ
ッ
シ
ン
グ

が
、「
デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
一
段
高
い
場
所
か
ら
貧
し
い
人
々
を
見
下
ろ
し
て
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発
言
し
た
り
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
第
十
章
）
と
述
べ
て

い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
に
関
し
て
ピ
ー
タ
ー
・
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
デ
ィ
ケ

ン
ズ
が
ロ
ン
ド
ン
の
労
働
者
階
級
を
描
く
場
合
、
彼
ら
は
社
会
の
一
部
と

な
る
の
に
対
し
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
そ
う
す
る
時
は
い
つ
も
「
階
級
の
壁
」

が
再
確
認
さ
れ
る
と
言
っ
て
い
る

（
４
）
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
貧
困
の
科
学
的

調
査
の
創
始
者
で
、
一
八
八
九
年
に
『
ロ
ン
ド
ン
の
人
々
の
生
活
と
労
働
』

を
著
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ー
ス
は
ロ
ン
ド
ン
住
民
を
八
つ
の
ク
ラ
ス
に

分
類
し
、
そ
の
財
政
状
態
を
七
つ
に
色
分
け
し
た
地
図
（
図
①
）
を
作
成

し
て
、
貧
富
の
空
間
的
な
分
布
状
態
を
明
ら
か
に
し
た

（
５
）

。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の

ロ
ン
ド
ン
は
富
の
分
配
が
地
理
的
に
色
分
け
さ
れ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

都
市
で
あ
り
、
ブ
ー

ス
の
地
図
の
よ
う
に
街
路
間
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ギ
ッ
シ
ン

グ
の
小
説
に
通
底
す
る
点
は
階
級
の
違
い
が
街
路
の
違
い
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
や
ギ
ャ
ス
ケ
ル
と
い
っ
た
前
世
代
の
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
朝
作
家
は
階
級
の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
関
心
が
あ
っ
た
が
、

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
そ
の
壁
を
再
建
あ
る
い
は
強
化
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
っ

た
と
言
っ
て
よ
い
。

『
暁
の
労
働
者
た
ち
』
に
登
場
す
る
洗
練
さ
れ
た
知
的
な
ヘ
レ
ン
・
ノ

ー
マ
ン
は
、
社
会
の
改
革
と
個
人
の
芸
術
の
板
ば
さ
み
で
苦
し
む
主
人
公

ア
ー
サ
ー
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
芸
術
的
側
面
を
体
現
し
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
、
こ
の
小
説
を
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
執
筆
す
る
動
機
の
一
つ
と
な
っ
た

社
会
改
革
の
目
的
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
コ
ン
ト
の
『
実
証
哲
学
講
義
』

（
一
八
三
〇
〜
四
二
年
）
を
読
ん
で
「
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
混
迷
し
た
大
都

市
の
方
が
私
の
力
を
発
揮
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
し
ら
」

（
第
一
部
第
十
四
章
）
と
言
う
ヘ
レ
ン
が
、
実
証
主
義
と
ロ
ン
ド
ン
を
結
び

つ
け
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
要
す
る
に
、
社
会
問
題
を
実
証
主
義

的
に
―
―
経
験
的
な
事
実
の
観
察
を
重
視
し
て
―
―
論
証
す
る
に
は
、
労

働
者
た
ち
が
群
居
す
る
都
市
以
上
に
よ
い
場
所
は
な
い
と
、
ヘ
レ
ン
は
考

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
よ
う
な
芸
術
志
向
の
強
い
人
間
に
と
っ
て
、

実
証
主
義
理
論
は
物
質
的
、
唯
物
的
、
具
体
的
す
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。
ア

ー
サ
ー
と
ヘ
レ
ン
の
社
会
的
な
目
的
が
達
成
さ
れ
ず
、
彼
ら
が
敗
残
者
と
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な
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
を
研
究
し
た
ヘ
レ
ン
は
イ

ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
の
ス
ラ
ム
街
に
入
っ
て
貧
し
い
人
々
の
間
で
隣
保
事
業

セ
ツ
ル
メ
ン
ト

に
携
わ
る
が
、
結
局
は
郊
外
の
ハ
イ
ベ
リ
ー
に
落
ち
着
き
、
子
供
時
代
の

田
園
的
な
環
境
を
再
構
築
し
て
し
ま
う
。
彼
女
は
た
と
え
都
市
の
中
に
い

て
も
社
会
的
な
壁
を
意
識
し
、
個
人
的
な
慰
安
の
た
め
に
文
化
的
な

飛
び
地

エ
ン
ク
レ
ー
ヴ

に
逃
避
す
る
。
ロ
ン
ド
ン
に
接
近
は
す
る
（
実
証
主
義
的
に
大
衆

に
関
心
は
示
す
）
が
、
す
ぐ
に
反
感
を
抱
い
て
し
ま
う
の
だ
。
芸
術
を
志

向
す
る
〈
私
領
域
〉
と
社
会
改
革
を
志
向
す
る
〈
公
領
域
〉
が
相
互
に
作

用
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

デ
ィ
ケ
ン
ズ
は
、『
ピ
ク
ウ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
』（
一
八
三
六
〜
三
七
年
）

が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
の
情
景
に
多
数
の
人
間
を
登
場
さ

せ
る
こ
と
で
生
命
力
を
与
え
る
小
説
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ

が
憂
鬱
な
日
曜
日
に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン
の
風
景
を
描
い
た
『
リ
ト
ル
・
ド

リ
ッ
ト
』（
一
八
五
五
〜
五
七
年
）
の
第
一
部
第
三
章
の
「
我
が
家
」
に
、

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
「
ユ
ー
モ
ア
を
完
全
に
失
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
大
都
市
を

何
か
気
む
ず
か
し
い
感
じ
で
眺
め
て
い
る
」（『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ

論
』
第
九
章
）
先
輩
作
家
の
姿
を
見
出
し
て
い
る
。『
リ
ト
ル
・
ド
リ
ッ
ト
』

の
ロ
ン
ド
ン
に
は
抑
圧
的
な
社
会
を
象
徴
す
る
牢
獄
、
、

が
鮮
明
で
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
支
配
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
牢
獄
の
壁、
と
い
う
不
変
の

物
理
的
な
形
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
が
個
人
の
意
志
を
も
の
と
も
せ
ず
に
人

間
を
孤
立
さ
せ
る
障
壁
と
な
る
。
こ
の
障
壁
を
平
面
化
し
た
も
の
が
ギ
ッ

シ
ン
グ
の
作
品
に
頻
出
す
る
「
街
路
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
リ
ト
ル
・

ド
リ
ッ
ト
』
で
描
写
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
こ
そ
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
リ
ア
リ
ズ

ム
の
流
れ
を
汲
む
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
眼
が
捉
え
た
ロ
ン
ド
ン
な
の
だ
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
の
登
場
人
物
た
ち
は
街
路
や
居
住
区
を
階
級
的
に
画
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
区
画
を
越
え
て
互
い
に
関
係
す
る
こ
と
は
な
い
。
ロ
ン

ド
ン
は
断
片
化
さ
れ
た
街
路
の
連
続
体
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。『
暁
の
労
働

者
た
ち
』
で
も
、
ヘ
レ
ン
の
社
会
は
ロ
ン
ド
ン
北
部
の
郊
外
ハ
イ
ベ
リ
ー

で
、
ア
ー
サ
ー
が
結
婚
す
る
堕
落
し
た
貧
し
い
キ
ャ
リ
ー
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル

の
社
会
は
ト
テ
ナ
ム
・
コ
ー
ト
・
ロ
ー
ド
の
貧
民
街
に
定
め
ら
れ
て
い

る
。
ア
ー
サ
ー
が
キ
ャ
リ
ー
の
飲
酒
癖
を
直
す
た
め
に
北
西
郊
外
の
ハ
ム

ス
テ
ッ
ド
に
連
行
し
た
際
も
、
そ
の
よ
う
な
彼
の
田
園
趣
味

パ
ス
ト
ラ
リ
ズ
ム

は
彼
女
の

都
会
性

ア
ー
バ
ニ
ズ
ム

に
逆
襲
さ
れ
る
。
事
実
、
彼
女
は
最
初
は
ハ
イ
ゲ
ー
ト
へ
、
次
に

キ
ャ
ム
デ
ン
・
タ
ウ
ン
へ
、
最
後
は
ト
テ
ナ
ム
・
コ
ー
ト
・
ロ
ー
ド
に
逆

戻
り
し
て
し
ま
う
。
キ
ャ
リ
ー
は
「
運
命
の
女
神
の
声
に
従
っ
た
」（
第

三
部
第
三
章
）
だ
け
な
の
だ
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
小
説
に
お
け
る
運
命
の

女
神
と
は
外
界
、
す
な
わ
ち
不
変
の
階
級
的
な
壁
を
擁
立
し
て
い
る
ロ
ン

ド
ン
と
い
う
都
市
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
人
間
を
疎
外
す
る
近
代
都
市

十
九
世
紀
中
葉
に
〈
世
界
の
工
場
〉
と
し
て
空
前
絶
後
の
経
済
的
繁
栄

を
誇
り
、
世
界
の
通
商
金
融
市
場
を
支
配
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
も
、
一
八

七
三
年
に
始
ま
る
世
界
恐
慌
を
起
点
と
し
て
九
六
年
ま
で
恒
常
的
な
不
況

に
陥
っ
た
。
こ
の
大
不
況
は
機
械
の
改
良
に
よ
る
熟
練
労
働
の
解
体
と
農

業
不
況
に
よ
る
不
熟
練
労
働
者
の
都
市
へ
の
流
入
を
通
し
て
大
量
の
失
業
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者
を
生
み
、
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
社
会
主
義
運
動
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
一
八
八
四
年
〜
八
五
年
に
か
け
て
中
産
階
級
の
知
的
エ
リ
ー
ト

た
ち
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
や
社
会
主
義
者
同
盟
は
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
初
期
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部

の
産
業
都
市
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
の
に
対
し
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
を
中
心

に
活
動
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
社
会
主
義
運
動
に
支
え
ら
れ
た
失
業

者
た
ち
は
不
満
分
子
と
な
り
、
パ
リ
で
起
こ
っ
た
一
連
の
革
命
を
通
し
て

支
配
階
級
に
不
安
を
与
え
て
い
た
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
一
八
八
六
年
二
月
八
日
、
ト

ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
で
の
三
〜
五
千
人
の
失
業
者
の
集
ま
り
は
暴
動
と
な

り
、
ペ
ル
メ
ル
を
中
心
と
し
た
ウ
ェ
ス
ト
・
エ
ン
ド
は
数
時
間
に
わ
た
っ

て
民
衆

デ
ィ
ー
モ
ス
の
手
中
に
落
ち
た
（
本
書
第
七
章
・
図
③
）。
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
と
っ

て
社
会
主
義
運
動
は
、
人
間
の
個
性
に
脅
威
を
与
え
、
彼
が
何
よ
り
も
大

切
に
し
た
教
養
・
文
化
を
破
壊
す
る
民
衆
に
権
力
を
与
え
る
だ
け
で
あ
る

よ
う
に
思
え
た
。
彼
に
『
民
衆
』（
一
八
八
六
年
）
を
書
か
せ
る
動
機
と
な

っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
主
義
観
で
あ
る
。
と
は
い
え
、『
民
衆
』

は
「
イ
ギ
リ
ス
社
会
主
義
の
物
語
」
と
い
う
副
題
と
は
裏
腹
に
、
二
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
対
立
―
―
社
会
主
義
と
保
守
主
義
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る

ロ
ン
ド
ン
の
急
進
的
な
労
働
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ュ
ー
テ
ィ
マ
ー
と
田
舎

に
住
む
旧
地
主
階
級
の
ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト
・
エ
ル
ド
ン
と
い
う
個
人
の
対
立

―
―
を
描
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

思
わ
ぬ
遺
産
を
相
続
し
た
ミ
ュ
ー
テ
ィ
マ
ー
は
地
方
の
自
然
を
破
壊
し

て
新
し
い
産
業
都
市
（
ニ
ュ
ー
・
ウ
ォ
ン
リ
ー
）
を
建
設
し
、
そ
の
地
方

の
社
交
界
に
入
ろ
う
と
す
る
。
だ
が
、
彼
の
運
命
が
定
め
ら
れ
た
も
の
だ

と
考
え
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
階
級
の
壁
を
強
化
し
て
彼
を
労
働
者
た
ち
の

住
む
ロ
ン
ド
ン
へ
最
終
的
に
戻
す
こ
と
で
、「
商
人
根
性
の
染
み
込
ん
だ
」

（
第
三
十
章
）
英
国
の
社
会
主
義
を
嘲
罵
す
る
。
一
方
、
今
で
は
斜
陽
階

級
と
な
っ
た
エ
ル
ド
ン
は
産
業
革
命
以
前
の
社
会
の
価
値
観
を
代
表
す
る

人
間
で
あ
り
、
芸
術
の
世
界
へ
逃
避
し
た
い
と
い
う
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
願
望

を
体
現
し
て
い
る
。
結
局
、
ミ
ュ
ー
テ
ィ
マ
ー
は
没
落
し
て
暴
徒
の
投
石

で
殺
さ
れ
、
エ
ル
ド
ン
が
産
業
都
市
を
逆
に
破
壊
し
て
以
前
の
よ
う
な
美

し
さ
と
静
け
さ
を
持
つ
田
園
（
ウ
ォ
ン
リ
ー
）
に
戻
す
。
こ
れ
は
単
に
保

守
主
義
の
勝
利
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
産
業
の
拡
張
を
反

対
方
向
に
転
換
し
て
審
美
主
義
的
な
理
想
を
か
な
え
た
行
為
で
あ
る
と
同

時
に
、
エ
ル
ド
ン
が
近
代
社
会
で
は
疎
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
社

会
的
な
壁
の
中
で
作
者
自
身
が
孤
立
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
産
業
化
さ
れ
た
近
代
都
市
に
は
知
識
人
や
芸
術
家
の
居
場
所

は
な
く
、
そ
こ
で
は
疎
外
さ
れ
て
孤
立
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る

（
６
）
。

都
市
は
個
人
が
群
集
の
一
人
と
し
て
溶
け
込
む
こ
と
で
匿
名
性
を
提
供

す
る
。
窃
盗
の
罪
を
犯
し
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
ア
メ
リ
カ
に
逃
避
し
、
一
年

後
に
帰
国
し
て
即
座
に
ロ
ン
ド
ン
へ
出
た
理
由
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
空
間
の
匿
名
性
は
社
会
的
な
疎
外
と
人
間
の
孤
立

感
を
生
む
。
労
働
者
階
級
の
貧
困
を
扱
っ
た
最
後
の
小
説
『
ネ
ザ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
』（
一
八
八
九
年
）
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
都
市
化
に
よ
る
人
間
の
疎

外
が
最
も
悲
観
的
に
描
か
れ
て
い
る
。『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』
で
ロ
ン

ド
ン
を
描
く
際
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
実
証
主
義
的
な
正
確
さ
は
、
こ
の
都
市
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の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
展
の
点
か
ら
説
明
可
能
で
あ
る
。
北
部
の
産
業
都
市
で

は
労
働
者
た
ち
が
製
造
工
場
で
集
団
と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
大
英
帝
国
の
中
心
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
で
は
銀
行
業
や
保
険
業
な
ど
が

発
展
し
、
不
動
産
価
格
の
上
昇
で
大
規
模
な
製
造
工
業
は
発
展
を
抑
止
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
は
「
熟
練
工
や
職
人
の
都
市

（
７
）

」
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ド
ニ
ー
・
カ
ー
ク
ウ
ッ
ド
の
よ
う
な
熟
練
工
の
大
半
は
、
ロ
ン
ド
ン

の
富
裕
層
の
た
め
に
工
芸
品
の
生
産
に
従
事
し
て
い
た
。
カ
ー
ク
ウ
ッ
ド

の
住
む
ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
（
図
①
）
は
、
そ
う
し
た
熟
練
工
た
ち
が
住

む
地
区
の
典
型
で
あ
る
。
ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
は
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
宝

石
製
造
の
中
心
地
で
、
熟
練
工
た
ち
は
特
殊
な
道
具
を
共
有
す
る
必
要
か

ら
当
地
で
の
定
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
方
、
重
工
業
が
ロ
ン
ド
ン
を

無
視
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
当
時
は
農
業
不
況
に
よ
っ
て
田
舎
か
ら
都

会
へ
の
人
口
流
入
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
首
都
の
人
口
増
加
は
不
熟
練
労

働
者
の
余
剰
に
つ
な
が
り
、
一
八
八
〇
年
代
に
一
連
の
騒
動
を
生
み
出
す

こ
と
に
な
る
。
結
果
的
に
日
雇
い
労
働
者
が
激
増
し
、
彼
ら
は
仕
事
が
朝

早
く
始
ま
る
こ
と
も
あ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
住
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
多
く
の
ス

ラ
ム
街
が
形
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
発
展
に
伴
う
別
の
興
味
深
い
現
象
と
し
て
、
都
市
中
心
部

の
空
洞
化
と
人
口
減
少
に
よ
る
ス
ラ
ム
街
の
周
縁
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一

八
六
〇
、
七
〇
年
代
に
は
大
英
帝
国
の
威
信
を
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
中
心
部

で
貧
民
街
撤
去

ス
ラ
ム
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

が
な
さ
れ
、
銀
行
、
事
務
所
、
倉
庫
、
駅
な
ど
が
建
設
さ

れ
た
。
一
八
五
三
年
か
ら
一
九
〇
一
年
ま
で
に
七
万
六
千
人
が
鉄
道
建
設

の
た
め
に
立
ち
退
き
を
強
制
さ
れ
、
彼
ら
の
住
ま
い
は
周
縁
化
さ
れ
て
い

た
。
ド
レ
の
『
ロ
ン
ド
ン
の
上
空
を
―
―
列
車
で
』（
図
②
）
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
鉄
道
の
高
い
軌
道
や
深
い
堀
割
は
社
会
的
な
ゾ
ー
ン
を
隔
離

す
る
障
壁
を
形
成
し
た

（
８
）

。
一
八
七
五
年
の
職
工
住
宅
法
も
ま
た
ロ
ン
ド
ン

中
心
部
の
ス
ラ
ム
街
を
撤
去
し
、
鉄
道
と
の
一
体
化
に
よ
っ
て
都
市
を
再

開
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
は
フ
ァ
リ

ン
ド
ン
・
ロ
ー
ド
と
ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
・
ロ
ー
ド
に
囲
い
込
ま
れ
、
シ

テ
ィ
ー
と
切
り
離
さ
れ
て
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
境
界
線
の
重
要
性
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に
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
着
目
す
る
。
例
え
ば
、
ク
レ
ム
・
ペ
コ
ヴ
ァ
が
郊
外
に

あ
る
バ
ー
ト
ン
・
ク
レ
セ
ン
ト
の
自
宅
か
ら
南
下
し
、
実
家
の
下
宿
屋
の

あ
る
ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
へ
戻
る
場
面
で
、「
シ
テ
ィ
ー
・
ロ
ー
ド
を
横

切
っ
た
あ
と
、
ク
レ
ム
は
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
」

（
第
三
十
五
章
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
『
荒
涼
館
』（
一
八
五
二
〜
五
三
年
）
の
登
場
人
物
の
多

く
は
ホ
ル
ボ
ー
ン
と
シ
テ
ィ
ー
の
区
域
に
住
ん
で
い
た
が
、
ホ
ル
ボ
ー
ン

地
区
か
ら
は
ス
ラ
ム
街
の
撤
去
で
一
八
三
〇
年
か
ら
半
世
紀
の
間
に
十
万

人
が
追
い
出
さ
れ

（
９
）

、
シ
テ
ィ
ー
の
人
口
も
一
八
六
一
年
か
ら
八
一
年
の
二

十
年
間
に
半
減
し
た
。
彼
ら
が
住
ん
で
い
た
チ
ャ
ー
ン
ス
リ
ー
・
レ
ー
ン

の
周
辺
は
、『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』
の
頃
に
は
非
住
居
地
域
に
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』
の
中
心
地
が
ホ
ル
ボ
ー
ン
の

北
側
に
位
置
す
る
ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
へ
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
人
口
の
分

散
化
と
ス
ラ
ム
街
の
周
縁
化
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
。
デ
ィ
ケ
ン
ズ
は

『
荒
涼
館
』
の
中
で
「
霧
」
と
い
う
包
括
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
使
い
、
大
都

市
ロ
ン
ド
ン
を
統
一
体

、
、
、

と
し
て
捉
え
た
。
産
業
革
命
を
経
て
巨
大
化
・
複

雑
化
し
た
帝
都
ロ
ン
ド
ン
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
に
は
も
は
や
有
機

的
な
社
会
の
統
一
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』
で
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
描
い
た
ロ
ン
ド
ン
は
、
断
片

化
さ
れ
た
社
会
空
間
の
連
続
体

、
、
、

と
し
て
の
都
市
に
な
っ
て
い
る
。
大
都
市

の
中
で
労
働
者
階
級
の
分
散
化
と
周
縁
化
が
起
こ
り
、
ロ
ン
ド
ン
は
ク
ラ

ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
の
よ
う
に
孤
立
し
た
多
く
の
特
殊
な
区
域
か
ら
な
る
都

市
、
す
な
わ
ち
ブ
ー
ス
が
色
分
け
し
て
詳
細
に
描
写
で
き
る
よ
う
な
都
市

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

人
間
は
遺
伝
や
環
境
に
従
属
す
る
も
の
で
精
神
的
な
変
化
は
望
め
な
い

と
い
う
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
自
然
主
義
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、
都
市
の
場
面
か

ら
個
人
的
な
理
念
―
―
例
え
ば
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
に
時
と
し
て
見
ら
れ
る
個

性
的
な
解
釈
に
よ
る
主
題
の
美
化
―
―
を
削
り
取
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で

都
市
化
し
た
社
会
に
お
け
る
人
間
の
疎
外
を
強
調
し
て
い
る
。
レ
イ
モ
ン

ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
『
田
舎
と
都
会
』
で
「
デ
ィ
ケ
ン
ズ
に
お
い
て
は

物
理
的
な
世
界
が
人
間
と
関
係
し
な
い
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
デ

ィ
ケ
ン
ズ
が
作
り
、
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
断
じ
た

（
10
）

。
デ
ィ
ケ
ン
ズ

の
都
市
は
そ
こ
に
住
む
人
間
と
語
り
手
の
声
で
構
造
物
を
人
間
化
し
て
い

た
。
一
方
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
型
彫
り
師
で
贋
金
作
り
に

手
を
出
す
ボ
ブ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
は
孤
独
で
あ
り
、
明
ら
か
に
自
分
自
身

、
、
、
、

が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

周
囲
の
都
市
の
構
造
物
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い

る
。『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』
は
小
説
の
最
後
の
一
行
に
明
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
奈
落
の
底
ま
で
敗
残
者
た
ち
で
あ
ふ
れ
さ
せ
る
社
会
の
非

情
な
力
に
対
す
る
抗
議
」（
第
四
十
章
）
の
書
で
あ
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の

世
界
で
は
、
労
働
者
階
級
だ
け
で
な
く
下
層
中
産
階
級
で
も
、
志
を
立
て

た
人
物
が
生
存
競
争
か
ら
脱
落
し
、
近
代
都
市
ロ
ン
ド
ン
の
外
的
な
力
に

よ
っ
て
疎
外
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
敗
残
者
た
ち
が
集
め
ら
れ
た
ギ
ッ
シ

ン
グ
の
小
説
は
、
中
産
階
級
―
―
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
な
自
助
の
精
神

セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ

と
実

学
の
精
神
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
の
繁
栄
を
支
え
た
中
産
階
級
―
―
の

様
々
な
立
志
伝
中
の
人
々
か
ら
な
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自

助
論
』（
一
八
五
九
年
）
と
対
蹠
的
な
世
界
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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第
三
節
　
都
市
と
郊
外
の
同
一
化

一
八
五
〇
、
六
〇
年
代
の
〈
イ
ギ
リ
ス
大
好
況
期
〉
の
嚆
矢
と
な
る
ロ

ン
ド
ン
万
博
（
一
八
五
一
年
）
に
お
い
て
、
鉄
道
利
用
の
割
引
料
金
で
一

般
大
衆
の
団
体
旅
行
を
企
画
し
て
成
功
し
た
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
は
、
ロ
マ

ン
主
義
的
魅
力
を
持
つ
ス
イ
ス
や
教
育
的
価
値
の
高
い
イ
タ
リ
ア
に
目
を

向
け
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
七
三
年
に
は
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
時
刻
表
』

を
発
行
し
、
そ
れ
ま
で
は
特
権
階
級
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
外
国
旅
行
を

中
産
階
級
に
も
可
能
に
し
た
。『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』
を
書
き
上
げ
た

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
一
八
八
八
年
九
月
末
に
少
年
時
代
か
ら
の
憧
憬
の
地
で

あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
へ
旅
立
っ
た
が
、
そ
の
旅
の
様
子
が
手
紙
を
通
し
て
よ

く
分
か
る
よ
う
に
、
妹
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
に
ク
ッ
ク
社
の
『
南
イ
タ
リ

ア
・
ガ
イ
ド
』
を
送
っ
て
い
る
（L

etters
3:

275

）。
そ
し
て
翌
年
十
一
月

に
も
、
彼
は
自
分
の
教
育
の
基
礎
工
事
を
仕
上
げ
る
た
め
に
ギ
リ
シ
ャ
へ

の
旅
に
出
た
。
多
く
の
批
評
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
ロ

ン
ド
ン
を
離
れ
た
二
回
の
大
陸
旅
行
を
彼
の
生
涯
に
お
け
る
転
換
点
と
見

な
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
彼
自
身
も
旅
行
中
に
日
記
の
中
で
ロ
ン
ド
ン

の
都
会
生
活
を
呪
い
、「
私
は
海
峡
を
渡
る
と
純
粋
素
朴
な
詩
人
と
な
っ

た
」（D

iary
54

）
と
書
い
て
い
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
二
回
目
の
大
陸
旅

行
か
ら
戻
っ
て
約
一
年
後
の
一
八
九
一
年
一
月
、
彼
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
逃

れ
て
デ
ヴ
ォ
ン
州
の
エ
ク
セ
タ
ー
へ
引
越
し
、
二
年
間
そ
こ
で
生
活
す
る

こ
と
に
な
る
。

一
八
八
〇
年
代
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
小
説
は
、
そ
の
大
半
が
陰
鬱
な
労
働

者
階
級
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ン
ド
ン
か

ら
の
脱
出
は
彼
の
気
持
ち
を
幾
ら
か
楽
観
的
、
審
美
的
に
し
た
よ
う
で
あ

る
。
例
え
ば
マ
イ
ケ
ル
・
コ
リ
ー
は
、「
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
『
ネ
ザ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
』
出
版
後
、
人
物
と
物
理
的
環
境
と
の
決
定
論
的
相
関
関
係
か
ら

逃
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（C

ollie,
A

lien
A

rt
68

）
と
論
じ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
人
間
と
空
間
と
の
「
決
定
論
的
相
関
関
係
」
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
の

小
説
を
通
し
て
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
関
係
が
以
後
の
作
品

で
は
単
に
他
の
社
会
領
域
に
移
さ
れ
た
だ
け
だ
と
反
論
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
と
い
う
の
は
、
登
場
人
物
が
ど
こ
に
い
よ
う
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
小

説
で
は
ロ
ン
ド
ン
の
支
配
体
制
か
ら
逃
れ
る
道
は
な
い
の
だ
か
ら
。

『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』
の
ク
ラ
ー
ケ
ン
ウ
ェ
ル
か
ら
『
女
王
即
位
五

十
年
祭
の
年
に
』（
一
八
九
四
年
、
以
下
『
五
十
年
祭
』
と
略
記
）
の
キ
ャ
ン

バ
ー
ウ
ェ
ル
（
図
③
）
へ
の
移
動
は
、
労
働
者
階
級
の
生
産
、
、

に
重
き
が
置

か
れ
た
ロ
ン
ド
ン
内
部
の
地
区
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
南
部
の
郊
外
ブ
リ
ク
ス

ト
ン
の
近
く
に
あ
る
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
の
消
費
、
、

に
重
き
が
置
か
れ
た
地
区

へ
移
動
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
焦
点
が
移
っ
て
も
、
人
間
と
空
間

の
関
係
お
よ
び
個
人
と
社
会
の
関
係
は
変
わ
ら
な
い
。一
八
九
三
年
六
月
、

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
デ
ヴ
ォ
ン
州
か
ら
ブ
リ
ク
ス
ト
ン
へ
引
越
し
て
い
た
が
、

こ
の
ブ
リ
ク
ス
ト
ン
で
の
生
活
は
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
を
支
配
す
る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
郊
外
に
も
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
彼
に
認
識
さ
せ
た
だ
け
だ
っ

た
。
鉄
道
の
よ
う
な
交
通
機
関
が
都
心
の
経
験
を
郊
外
ま
で
伝
え
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
郊
外
は
都
市
と
距
離
を
保
つ
こ
と
を
理
想
と
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し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
と
の
結
び
つ
き
に
よ
り
維
持
・
管
理

さ
れ
て
い
た
。
英
国
支
配
下
の
平
和

パ

ク

ス

・

ブ

リ

タ

ニ

カ

に
支
え
ら
れ
た
一
八
五
〇
、
六
〇
年

代
の
大
好
況
期
に
最
も
富
裕
化
し
て
経
済
的
実
力
階
級
と
な
っ
た
ミ
ド

ル
・
ク
ラ
ス
の
郊
外
の
住
人
た
ち
も
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
の
中
心
に
住
む
労

働
者
階
級
と
同
様
に
物
質
主
義
、
商
業
主
義
、
資
本
主
義
と
い
っ
た
目
に

見
え
な
い
都
会
の
支
配
勢
力
に
従
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
郊
外
は
一
八
六
〇
年
代
か
ら
急
速
に
発
達
し
て
八
〇
年
代

に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る

（
11
）
。
十
九
世
紀
前
半
の
都
市
化
と
は
対
照
的
に
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
に
見
ら
れ
た
の
は
都
会
か
ら
の
脱
出
で
あ
る
。
か

つ
て
の
郊
外
は
都
市
生
活
の
最
も
堕
落
し
た
部
分
（
賤
業
者
や
犯
罪
者
）

を
遠
ざ
け
る
た
め
の
場
所
だ
っ
た
。
昔
の
都
市
警
察
に
は
原
始
的
な
監
視

能
力
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
郊
外
が
無
法
地
帯
と
思
わ
れ
て
い
た
の
も
当

然
で
あ
る

（
12
）

。
だ
が
、
郊
外
は
や
が
て
ロ
ン
ド
ン
で
激
増
し
た
労
働
者
た
ち

と
距
離
を
置
き
、
自
分
の
富
を
物
質
的
に
認
識
し
た
い
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア

階
級
の
理
想
の
場
所
と
な
っ
た
。『
五
十
年
祭
』
の
キ
ャ
ン
バ
ー
ウ
ェ
ル

は
、
十
八
世
紀
末
に
は
人
家
が
ま
ば
ら
な
寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
百

年
後
に
は
人
口
が
約
二
十
五
万
人
と
な
り

（
13
）
、
ロ
ン
ド
ン
の
ミ
ド
ル
・
ク
ラ

ス
が
住
む
郊
外
の
縮
図
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
の
価
値
観
の
支
配
―
―
都
市
に
集
中

す
る
産
業
・
経
済
の
発
展
を
重
視
す
る
こ
と
や
精
神
的
な
生
活
（
芸
術
志

向
の
生
活
）
を
軽
視
す
る
こ
と
―
―
を
恐
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
『
五
十
年

祭
』
の
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
郊
外
生
活
の
空
虚
さ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た

理
由
で
あ
る
。
サ
バ
ー
ビ
ア
（
郊
外
生
活
特
有
の
様
式
・
風
俗
・
習
慣
）
の

現
実
は
、『
暁
の
労
働
者
た
ち
』
の
ヘ
レ
ン
・
ノ
ー
マ
ン
が
郊
外
の
ハ
イ

ベ
リ
ー
で
送
る
よ
う
な
理
想
化
さ
れ
た
半
田
園
的
な
隠
棲
生
活
と
は
違
う

の
だ
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
そ
の
こ
と
を
ブ
リ
ク
ス
ト
ン
で
の
経
験
に
よ
っ
て

悟
っ
て
い
た
。
そ
の
証
拠
に
、『
五
十
年
祭
』
の
キ
ャ
ン
バ
ー
ウ
ェ
ル
は

世
間
体

リ
ス
ペ
ク
タ
ビ
リ
テ
ィ

と
地
位
の
向
上
に
執
着
す
る
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
の
虚
栄
と
偽
善

が
支
配
し
た
郊
外
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
即
位
五
十
年
記
念
式
典
（
一
八
八
七
年
）
に
は
、

世
界
中
の
様
々
な
国
か
ら
代
表
者
た
ち
が
表
敬
の
た
め
に
出
席
し
、
そ
の

豪
華
絢
爛
た
る
祝
賀
行
進
（
本
書
第
八
章
・
図
⑤
）
を
見
た
ロ
ン
ド
ン
の

人
々
は
、
太
陽
が
没
し
な
い
大
英
帝
国
の
無
敵
を
誇
る
威
容
を
初
め
て
体

験
し
た
。
こ
の
五
十
年
祭
は
イ
ギ
リ
ス
の
発
展
や
変
化
の
象
徴
と
見
な
さ

れ
た
が
、
そ
う
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
態
度
は
実
に
冷
や
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や
か
で
あ
る
。「
郊
外
の
神
（suburban

deity

）」（
第
五
部
第
三
章
）
と
呼

ば
れ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ー
ム
ビ
ー
に
と
っ
て
、
五
十
年
祭
を
祝
う
の
は

英
国
の
「
五
十
年
の
発
展
が
完
了
し
た
こ
と
を
祝
う
」
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
は
「
人
類
の
歴
史
に
前
例
の
な
い
国
家
的
な
発
展
」（
第
一
部
第
七
章
）

に
他
な
ら
な
い
。
郊
外
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
体
現
す
る
バ
ー
ム
ビ
ー

を
通
し
て
、
サ
バ
ー
ビ
ア
が
首
都
ロ
ン
ド
ン
の
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
分
離

さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
本
質
的
な
一
部
で
あ
る
こ
と
を
ギ
ッ
シ
ン

グ
は
強
調
し
て
い
る
。
経
済
的
に
成
功
し
た
バ
ー
ム
ビ
ー
は
郊
外
の
キ
ャ

ン
バ
ー
ウ
ェ
ル
の
中
心
に
あ
る
ダ
グ
マ
ー
・
ロ
ー
ド
（
ダ
グ
マ
ー
は
デ
ン

マ
ー
ク
語
で
「
栄
光
の
日
」
の
意
）
へ
引
越
す
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
彼

が
「
ダ
グ
マ
ー
・
ロ
ー
ド
と
い
う
住
所
の
魅
力
を
密
か
に
認
め
て
い
た
」

（
第
四
部
第
一
章
）
こ
と
は
、
国
家
が
発
展
し
て
い
る
と
い
う
考
え
も
、
郊

外
が
汚
濁
の
都
市
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
も
、
自
己
欺
瞞
的

な
虚
構
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

広
告
業
に
携
わ
る
ラ
ッ
ク
ワ
ー
ス
・
ク
ル
ー
は
文
明
の
発
展
に
関
し
て

「
近
代
の
科
学
と
広
告
の
技
術
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
や
っ
て
私
た

ち
は
今
の
よ
う
に
な
り
得
た
だ
ろ
う
か
」（
第
一
部
第
八
章
）
と
言
う
。
こ

の
よ
う
な
考
え
は
キ
ン
グ
ズ
・
ク
ロ
ス
駅
の
構
内
（
図
④
、
本
書
第
十
六

章
・
図
②
）
に
見
ら
れ
る
近
代
文
明
の
象
徴
と
し
て
の
広
告
、「
一
ヤ
ー

ド
で
も
利
用
で
き
る
壁
が
あ
れ
ば
、
至
る
所
で
人
の
目
に
訴
え
る
広
告
」

（
第
五
部
第
二
章
）
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
鉄
道
駅
の
列
車
が
広
告
の
伝
播

性
を
連
想
さ
せ
る
の
は
、
こ
の
交
通
機
関
が
商
業
主
義
と
い
う
ロ
ン
ド
ン

を
支
配
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
郊
外
お
よ
び
国
内
の
隅
々
ま
で
伝
達
す
る

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
ま
で
画
然
と
隔
て
ら
れ
て
い
た
都
市
と
郊
外

が
鉄
道
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
、
都
市
も
郊
外
も
商
業
主
義
の
影
響
を
受
け

て
同
一
化
さ
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
末
期
に
な
っ
て
特

に
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
を
描
い
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
一

八
九
〇
年
代
の
作
品
は
、
そ
う
し
た
史
実
を
数
多
く
収
納
し
た
宝
庫
な
の

で
あ
る

（
14
）
。
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第
四
節
　
現
実
の
都
会
と
虚
構
の
田
舎

後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
も
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
遠
く

離
れ
た
地
方
の
農
村
生
活
は
、
鉄
道
を
通
し
て
都
会
か
ら
押
し
寄
せ
る
新

聞
、
雑
誌
、
観
光
客
、
そ
し
て
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
よ
う
な
長
期
滞
在
者
な
ど

の
た
め
に
、
都
市
郊
外
の
よ
う
な
生
活
に
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
。
歴
史
家

ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
一
八
七
〇
年
の
初
等
教
育
法

に
よ
っ
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
末
期
に
は
田
舎
の
農
業
労
働
者
や
そ
の
家
族

た
ち
も
読
み
書
き
能
力

リ

テ

ラ

シ

ー

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
軽
い
記
事
と
写
真
か
ら
な

る
廉
価
な
日
刊
大
衆
紙
『
デ
イ
リ
ー
・
メ
ー
ル
』（
一
八
九
六
年
創
刊
）
な

ど
が
至
る
所
で
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
15
）
。
ロ
ン
ド
ン
万
博
が
あ
っ
た
一

八
五
一
年
は
都
市
と
農
村
の
人
口
が
同
じ
に
な
っ
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ

る
が
、
そ
れ
か
ら
半
世
紀
の
間
に
農
場
労
働
者
は
半
減
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。
都
会
生
活
の
悲
惨
さ
や
工
場
労
働
の
苦
労
を
聞
い
て
も
、
都
会
へ
出

た
い
と
い
う
彼
ら
の
希
望
は
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
Ｗ
・
Ｊ
・
リ
ー

ダ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
田
園
生
活
へ
の
憧
れ
は
支
配
階
級
の
感
傷
に
す
ぎ

ず
、
農
民

ホ
ッ
ジ

に
と
っ
て
は
田
舎
の
風
景
を
破
壊
す
る
鉄
道
も
都
会
の
素
晴
ら

し
い
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る

（
16
）

。

確
か
に
、
鉄
道
が
通
っ
て
い
な
い
デ
ヴ
ォ
ン
州
の
内
陸
部
な
ど
で
は
理

想
的
な
田
園
生
活
が
残
っ
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
田
舎

の
描
写
に
は
常
に
文
化
的
エ
ン
ク
レ
ー
ヴ
へ
の
逃
避
と
い
う
私
的
願
望
が

隠
さ
れ
て
い
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
彼
の
小
説
に
お
け
る
田
舎
は
決
し

て
現
在
の
現
実
、
、

で
は
な
く
、
都
市
の
商
業
主
義
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
慰
安

の
地
と
い
う
虚
構
、
、

に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
都
会
が
裏
舞
台
と
な
っ
て
田
舎
が

表
舞
台
と
な
る
随
筆
集
『
ヘ
ン
リ
ー
・
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
の
私
記
』（
一
九

〇
三
年
、
以
下
『
私
記
』
と
略
記
）
で
す
ら
、
ロ
ン
ド
ン
の
支
配
か
ら
脱
し

て
は
い
な
い
。

一
八
九
四
年
九
月
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ロ
ン
ド
ン
南
東
の
郊
外
エ
プ
ソ
ム

へ
移
っ
た
が
、
三
年
後
に
は
肺
気
腫
を
患
い
、
田
舎
へ
引
越
す
よ
う
に
医

者
に
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
時
す
で
に
彼
は
イ
ー
デ
ィ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ

ド
ウ
ッ
ド
と
衝
動
的
な
再
婚
を
し
て
い
た
が
、
彼
女
が
階
級
的
に
も
知
的

に
も
意
に
満
た
な
か
っ
た
の
で
、九
七
年
二
月
に
は
エ
プ
ソ
ム
か
ら
逃
れ
、

デ
ヴ
ォ
ン
州
の
海
岸
町
バ
ド
リ
・
ソ
ル
タ
ト
ン
に
行
っ
て
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
。
や
が
て
、
九
八
年
七
月
か
ら
中
産
階
級
の
フ
ラ
ン
ス
女
性
ガ
ブ

リ
エ
ル
・
フ
ル
リ
と
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
失
意
の
時
の
慰

め
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
フ
ラ
ン
ス

で
送
る
よ
う
に
な
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
の
重
婚
生
活
に
お
い
て
も
、
彼
が
本

当
の
満
足
を
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。彼
は
幸
福
の
最
中
に
あ
っ
て
も
、

英
国
を
離
れ
た
こ
と
や
大
都
会
ロ
ン
ド
ン
の
知
的
刺
激
が
な
く
な
っ
た
こ

と
を
嘆
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
一
九

〇
一
年
六
月
に
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
へ
の
手
紙
（L

etters
8:

202

）
で
「
彼

は
生
ま
れ
つ
き
の
不
満
家
で
す
。
…
…
彼
に
と
っ
て
常
に
パ
ラ
ダ
イ
ス
は

、
、
、
、
、
、

自
分
の
い
な
い
場
所
に
あ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
で
す
」（
傍
点
は
筆
者
）
と
語
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
『
私
記
』
の
焦
点
を
境
界
線
が
細
か
く
画
定
さ
れ
た
都
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市
空
間
か
ら
デ
ヴ
ォ
ン
州
エ
ク
セ
タ
ー
の
田
舎
家
に
移
し
て
い
る
。
一
八

八
五
年
八
月
の
手
紙
の
中
で
、
彼
は
「
六
ヶ
月
ほ
ど
本
当
の
田
舎
家
で
ゆ

っ
く
り
と
ホ
ー
マ
ー
で
も
読
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
生
の
一
年
ぐ
ら
い
を

あ
げ
て
も
よ
い
」（L

etters
2:

337

）
と
書
い
て
い
た
。
近
代
都
市
か
ら
の

私
的
逃
避
と
い
う
の
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
生
涯
と
作
品
に
と
っ
て
重
要
な
概

念
で
あ
る
。
語
り
手
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
と
作
者
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
見
解
の
類
似

性
は
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は

、
、
、
、
、

明
ら
か
だ
。『
私
記
』
を
「
小
説
と
い
う

よ
り
は
薄
い
仮
面
を
つ
け
た
個
人
的
回
想
」（H

alperin
307

）
と
呼
ん
だ

ジ
ョ
ン
・
ハ
ル
ペ
リ
ン
の
よ
う
に
、
こ
の
作
品
を
多
く
の
批
評
家
が
作
者

の
「
精
神
的
な
自
伝
」（L

ow
ell

41
）
と
し
て
見
て
い
る
。
だ
が
、
ギ
ッ

シ
ン
グ
が
一
九
〇
三
年
二
月
の
手
紙
（L

etters
9:

58

）
で
『
私
記
』
を

回
想
録

メ

モ

リ

ー

と
い
う
よ
り
は
熱
　
望

ア
ス
ピ
レ
イ
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
者
と
語
り

手
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
留
意
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
手
紙
は
『
私
記
』
の
虚、

構
性
、
、

を
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
近

代
都
市
で
抱
い
た
疎
外
感
は
逃
避
願
望
を
育
ん
だ
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
対
抗

す
る
た
め
の
実
現
可
能
な
代
替
物
は
、
実
際
に
は
ど
こ
に
も
な
い
理
想
郷

ユ
ー
ト
ピ
ア

と
し
て
以
外
に
何
ら
提
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
が
四
十
九
歳
で
探
偵
を
引
退
し
て
風
光
明

媚
な
サ
セ
ッ
ク
ス
州
の
丘
で
読
書
と
養
蜂
と
い
う
隠
遁
生
活
に
入
っ
た
よ

う
に
、
文
筆
家
の
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
は
五
十
歳
の
時
に
亡
友
か
ら
終
身
年
金

を
遺
贈
さ
れ
て
デ
ヴ
ォ
ン
州
の
田
舎
家
（
図
⑤
）
に
隠
遁
し
た
。
し
か
し
、

ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
の
田
舎
へ
の
逃
避
も
ま
た
私
的
な
も
の
で
、
非
現
実
的
だ

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。『
私
記
』
の
「
序
文
」
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ク
ロ

フ
ト
は
ロ
ン
ド
ン
を
去
る
前
に
著
述
業
に
別
れ
を
告
げ
、
出
版
用
に
は
も

う
一
行
も
書
き
た
く
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ギ
ッ
シ
ン
グ

の
方
は
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
て
も
書
き
続
け
、
ま
だ
文
学
的
・
商
業
的
成
功

を
望
ん
で
い
た
。
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
と
は
違
っ
て
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
依
然
と

し
て
文
学
市
場
を
意
識
し
、
田
舎
で
生
活
す
る
自
分
自
身
を
外
界
で
あ
る

ロ
ン
ド
ン
の
意
志
に
従
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
だ
。
ピ
エ

ー
ル
・
ク
ス
テ
ィ
ヤ
ス
が
道
破
し
た
よ
う
に
、
語
り
手
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
の
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田
舎
へ
の
逃
避
は
決
し
て
作
者
ギ
ッ
シ
ン
グ
を
満
足
さ
せ
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る

（
17
）
。

一
八
九
一
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
デ
ヴ
ォ
ン
州
エ
ク
セ
タ
ー
に
住
ん

で
い
た
頃
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
自
分
の
芸
術
の
源
泉
た
る
ロ
ン
ド
ン
か
ら
離

れ
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
こ
の
デ
ヴ
ォ
ン
で
二
年

ほ
ど
浪
費
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
私
の
題
材
が
あ
る
の
は
明
ら
か
に
ロ

ン
ド
ン
だ
」（L

etters
5:

104
）
と
九
三
年
四
月
に
弟
ア
ル
ジ
ェ
ノ
ン
へ
書

き
送
っ
た
手
紙
か
ら
分
か
る
。
あ
る
程
度
の
金
銭
的
余
裕
が
あ
る
ラ
イ
ク

ロ
フ
ト
の
よ
う
な
隠
遁
し
た
文
筆
家
は
別
に
し
て
、
知
性
と
教
養
を
求
め

る
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
は
深
刻
な
損
失

が
伴
う
。
文
学
界
で
の
出
世
と
い
う
野
心
を
持
つ
『
三
文
文
士
』（
一
八

九
一
年
）
の
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ミ
ル
ヴ
ェ
イ
ン
に
と
っ
て
、「
ど
こ
か
郊
外

に
小
さ
な
家
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
は
「
野
心
を
幾
ら
か
放
棄
す
る
」

（
第
三
十
四
章
）
こ
と
を
意
味
す
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
売
れ
な
い
作
家
エ
ド

ウ
ィ
ン
・
リ
ア
ド
ン
に
次
の
よ
う
に
言
わ
せ
て
い
る
。

「
…
…
ぼ
く
は
知
力

ブ
レ
イ
ン
ズ
を
意
識
し
て
い
た
の
で
、
自
分
に
と
っ
て
の
唯
一

の
場
所
は
ロ
ン
ド
ン
だ
と
思
っ
て
い
た
。
…
…
ぼ
く
た
ち
は
ロ
ン
ド
ン
に

つ
い
て
今
な
お
知
的
生
活
の
唯
一
の
中
心
地
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
さ
。
…
…
だ
け
ど
、
実
際
、
今
日
の
知
識
人
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
逃

避
し
よ
う
と
懸
命
に
な
っ
て
い
る
―
―
一
度
こ
の
場
所
の
こ
と
が
分
か
っ

て
し
ま
う
と
ね
。
…
…
ロ
ン
ド
ン
に
住
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
特

殊
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
稀
な
場
合
だ
け
だ
よ
。
…
…
こ
の
ロ
ン
ド
ン

が
知
力
の
あ
る
若
者
た
ち
を
鬼
火
の
よ
う
に
引
き
つ
け
て
い
る
の
は
大
き

な
不
幸
だ
ね
。
彼
ら
は
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
き
て
も
、
堕
落
す
る
か
身
を
滅

ぼ
す
か
の
ど
ち
ら
か
だ
。
彼
ら
の
本
当
の
領
域
は
田
舎
の
平
和
な
生
活
な

の
だ
よ
。
ロ
ン
ド
ン
で
成
功
で
き
る
タ
イ
プ
の
人
間
は
、
多
か
れ
少
な
か

れ
冷
淡
で
シ
ニ
カ
ル
な
人
間
な
の
さ
。
…
…
」

（
第
三
十
一
章
）

こ
れ
は
文
学
市
場
の
生
存
競
争
に
負
け
た
敗
残
者
に
よ
る
〈
酸
っ
ぱ
い
葡

萄
〉
と
〈
甘
い
檸
檬
〉
の
論
理
で
あ
る
。
こ
の
合
理
化
が
う
だ
つ

、
、
、

の
上
が

ら
な
い
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
リ
ア
ド
ン
の
防
衛
機
制
な
の
か
、
ギ
ッ
シ
ン

グ
が
自
分
の
ス
ト
レ
ス
を
彼
に
投
影
し
た
結
果
な
の
か
は
さ
て
お
き

（
18
）

、
デ

ィ
ケ
ン
ズ
の
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
で
成
功
す
る
こ
と
が
「
鬼
火
（w

ill-o’-

the-w
isp

）」
の
よ
う
に
追
っ
て
み
て
も
達
成
で
き
な
い
望
み
と
分
か
っ
て

い
な
が
ら
、「
特
殊
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
」
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
追
わ
ず

に
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、（
理
性
で
は
押
さ

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
こ
の
衝
動
こ
そ
彼
の
都
市
に
対
す
る
両
価
感
情

の
源
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
衝
動
は
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
に
も
見
ら
れ
る
。
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト

の
都
会
か
ら
田
舎
へ
の
物
理
的
な
退
却
は
、
メ
ア
リ
・
ハ
モ
ン
ド
が
言
う

よ
う
に
、
孤
独
で
内
省
的
な
生
活
を
送
る
と
同
時
に
、
中
途
半
端
な
教
育

を
受
け
た
大
衆
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
た
め
に
書
く
と
い
う
精

神
的
・
芸
術
的
な
意
味
を
持
つ
退
却
だ
と
言
え
る

（
19
）
。
と
は
い
え
、
ロ
ン
ド

ン
の
「
昔
な
じ
み
の
恐
ろ
し
い
場
所
（dear

old
horrors

）」
へ
の
ラ
イ
ク

ロ
フ
ト
の
（
強
迫
観
念
と
言
っ
て
も
よ
い
）
懐
郷
の
念

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
ネ
ス

を
、
彼
が
若
い
頃
に
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抱
い
た
「
野
心
」
や
「
希
望
」（「
春
」
第
十
章
）
と
切
り
離
し
て
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
は
自
発
的
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
離
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
意
識
は
常
に
現
実
の
都
会
へ
引
き
戻
さ
れ
て
い

る
。
田
舎
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
時
で
さ
え
、
そ
れ
は
以
前
の
ロ
ン
ド
ン

生
活
の
現
実
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
お
い
て
の
み
重
要
な
の
で
あ
る
。

『
閑
居
幽
棲
の
作
家
（A

n
A

uthor
at

G
rass

）』
と
い
う
『
私
記
』
の
原
題

が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
は
都
会
を
離
れ
る
こ
と
で
実
質
的

な
活
動
を
や
め
て
世
を
捨
て
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
一
種
の
精
神
的
な

、
、
、
、

自
殺

で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
生
活
す
る
こ
と
は
大
英
帝
国
の
中
心
で
生
き
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
圏
外
で
生
き
よ
う
と
す
る
の
は
非
現
実
と
死
を
受
容
す

る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ロ
ン
ド
ン
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
小
説
に
お
け
る
唯

一
の
現
実
だ
っ
た
の
で
あ
り
、『
私
記
』
の
田
園
生
活
で
す
ら
ロ
ン
ド
ン

に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
の
田
舎
は
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
で
疎
外
さ
れ

た
知
識
人
や
芸
術
家
の
現
実
逃
避
へ
の
衝
動
を
映
し
出
し
た
虚
構
の
地

エ

レ

ウ

ォ

ン

だ

と
言
え
る
。
こ
の
虚
構
性
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
逃
避
願
望
を
成
就
で
き
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
自
分
の
芸
術
の
中
で
新
世
界
を
創

造
す
る
こ
と
も
社
会
を
再
構
築
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
た
だ
近
代
社
会
の
現

実
の
中
で
実
現
不
可
能
な
私
的
理
想
空
間
を
描
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ

る
。
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ー
ナ
ー
は
「
世
界
初
の
産
業
国
で
は
、
産
業
主

義
は
都
市
化
を
率
先
し
た
が
、
完
全
に
な
じ
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

英
国
民
は
都
市
を
無
視
し
た
り
、
蔑
ん
で
い
た
」
と
言
っ
て
い
る

（
20
）
。
し
か

し
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
都
市
を
蔑
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
無
視
し
た
り
す
る

こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
は
そ
こ
か
ら
周
縁
化
さ
れ
た
ギ
ッ

シ
ン
グ
に
と
っ
て
彼
の
小
説
の
中
心
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
は

真
善
美
の
追
求
、
獲
得
し
た
知
識
の
伝
達
、
人
に
感
動
を
与
え
る
精
神
活

動
と
い
っ
た
狭
義
の
文
化
を
何
よ
り
も
重
視
し
て
い
た
。
彼
の
場
合
、
そ

う
し
た
文
化
を
育
む
社
会
は
、
た
と
え
バ
ビ
ロ
ン
の
よ
う
に
華
美
で
悪
徳

が
は
び
こ
っ
て
い
よ
う
と
、
少
年
時
代
の
古
典
学
習
で
燦
然
と
輝
い
て
い

た
古
代
の
ロ
ー
マ
や
ア
テ
ネ
の
よ
う
に
文
明
化
さ
れ
た
大
都
市
、
す
な
わ

ち
ロ
ン
ド
ン
以
外
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

ロ
ン
ド
ン
の
現
実
に
幻
滅
し
て
、
郊
外
の
田
園
都
市
に
引
越
そ
う
が
、

田
舎
に
安
住
の
地
を
求
め
よ
う
が
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
実
際
そ
こ
に
住
ん
で

し
ま
う
と
、
都
会
の
文
化
と
知
的
な
刺
激
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
一
九
〇
三
年
の
年
末
に
ピ
レ
ネ
ー
山
麓
の
村
で
四
十
七
歳
の

短
い
人
生
を
終
え
る
こ
と
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

と
し
て
も
、
す
ぐ
ま
た
彼
は
都
会
生
活
を
呪
っ
て
文
化
的
エ
ン
ク
レ
ー
ヴ

と
し
て
の
田
舎
や
外
国
に
逃
避
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
妻
ガ
ブ
リ
エ
ル
の

言
葉
は
正
し
か
っ
た
―
―
生
ま
れ
つ
き
の
不
満
家
で
あ
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
に

と
っ
て
は
、「
自
分
の
い
な
い
場
所
が
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
重
厚
な
建
築
物
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
経
済

を
牛
耳
っ
た
中
産
階
級
の
俗
悪
な
成
金
趣
味
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
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い
。
例
え
ば
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
は
、『
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ
ン
ド
』（
一
九

一
〇
年
）
の
第
二
章
で
無
　
限

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
を
暗
示
す
る
キ
ン
グ
ズ
・
ク
ロ
ス
駅
に
対
し

て
、「
上
辺
だ
け
の
壮
麗
さ
（facile

splendours

）」
が
目
立
つ
セ
ン
ト
・
パ

ン
ク
ラ
ス
駅
を
蔑
視
し
た
。
し
か
し
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
『
五
十
年
祭
』
で
キ

ン
グ
ズ
・
ク
ロ
ス
駅
構
内
の
広
告
を
「
文
明
が
生
み
出
し
た
屑く
ず

」（
第
五
部
第

二
章
）
と
言
っ
て
い
る
。

（
2
）G

eorge
O

rw
ell,

“G
eorge

G
issing,”

C
ollected

A
rticles

on
G

eorge

G
issing,ed.Pierre

C
oustillas

(L
ondon:Frank

C
ass,1968)

50.

（
3
）A

sa
B

riggs,
V

ictorian
C

ities
(1963;

H
arm

ondsw
orth:

Penguin,
1980)

349-50.

（
4
）P

eter
K

eating,
T

he
W

orking
C

lasses
in

V
ictorian

F
iction

(L
ondon:

R
outledge,1971)

24.

（
5
）
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
コ
ー
ル
グ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ブ
ー
ス
が
詳
細
に
記
述

し
た
ロ
ン
ド
ン
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
知
っ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
と
同
じ
で
、
メ

イ
ヒ
ュ
ー
の
著
書
が
デ
ィ
ケ
ン
ズ
小
説
の
確
証
と
な
っ
た
よ
う
に
、
ギ
ッ
シ

ン
グ
の
写
実
の
正
確
さ
を
裏
づ
け
て
い
る
（K

org
32

）。

（
6
）
ロ
ン
ド
ン
か
ら
遠
く
離
れ
た
ウ
ォ
ン
リ
ー
の
村
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

の
理
想
の
保
守
版

、
、
、

だ
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
歴
史
の
進
行
を
逆
に
し
た
非
現

実
的
な
、
社
会
の
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
周
縁
的
な
避
難
所
に
す
ぎ
な
い
。
皮

肉
に
も
、『
民
衆
』
に
お
け
る
産
業
都
市
の
破
壊
と
田
園
の
回
復
は
、
モ
リ
ス

の
社
会
主
義
宣
伝
の
物
語
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
便
り
』（
一
八
九
一
年
）
で
起
こ
る

田
園
化
の
過
程
と
同
じ
道
を
た
ど
っ
て
い
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
も
モ
リ
ス
も
産

業
革
命
に
よ
る
社
会
の
変
化
に
反
対
す
る
立
場
だ
が
、
モ
リ
ス
が
特
権
階
級

の
芸
術
を
労
働
者
階
級
に
も
普
及
さ
せ
る
た
め
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
ロ
ン
ド
ン

に
置
い
て
社
会
全
体
の
再
生
を
考
察
し
た
の
に
対
し
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
芸
術

を
基
本
的
に
貴
族
や
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
も
の
と
考
え
て
い
た
。

（
7
）G

areth
Stedm

an-Jones,
O

utcast
L

ondon:
A

Study
of

the
R

elationship

betw
een

C
lasses

in
V

ictorian
Society

(L
ondon:C

larendon,1971)
240.

（
8
）J.

R
.

K
ellet,

“T
he

R
ailw

ay
as

an
A

gent
of

Internal
C

hange
in

V
ictorian

C
ities”

in
T

he
V

ictorian
C

ity:
A

R
eader

in
B

ritish
U

rban

H
istory,

1820-1914,
ed.

R
.

J.
M

orris
and

R
ichard

R
odger

(L
ondon:

L
ongm

an,1993)
181-208.

（
9
）Stedm

an-Jones
161.

（
10
）R

aym
ond

W
illiam

s,
T

he
C

ountry
and

the
C

ity
(L

ondon:
C

hatto
and

W
indus,1973)

161.

（
11
）K

ellet149-80.

（
12
）D

onald
J.

O
lsen,

T
he

G
row

th
of

V
ictorian

L
ondon

(H
arm

ondsw
orth:

Penguin,1976)
191.

（
13
）V

.
T

.
J.

A
rkell,

B
ritish

T
ransform

ed:
T

he
D

evelopm
ent

of
B

ritish

Society
since

the
M

id-E
ighteenth

C
entury

(H
arm

ondsw
orth:

P
enguin

E
ducation,1973)

85.

（
14
）
大
都
市
圏
で
の
鉄
道
の
拡
張
に
よ
っ
て
郊
外
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
人
た

ち
に
つ
い
て
は
政
治
的
・
社
会
学
的
調
査
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
ギ
ッ
シ

ン
グ
以
外
に
彼
ら
に
関
心
を
示
し
た
小
説
家
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
―
―
ジ
ャ

ッ
ク
・
シ
モ
ン
ズ
は
そ
う
述
べ
て
い
る
。Jack

S
im

m
ons,

“T
he

P
ow

er
of

the
R

ailw
ay”

in
T

he
V

ictorian
C

ity:
Im

ages
and

R
ealities,ed.H

.J.D
yos

and
M

ichael
W

olff,
2

vols.
(L

ondon:
R

outledge,
1973)

1:
299.

例
え
ば
、

シ
テ
ィ
ー
ま
で
鉄
道
で
通
勤
す
る
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
氏
と
そ
の
妻
が
金
の
た
め

に
受
け
入
れ
た
下
宿
人
に
家
庭
を
乱
さ
れ
る
『
下
宿
人
』（
一
八
九
五
年
）
で

は
、
郊
外
の
サ
ッ
ト
ン
に
住
み
な
が
ら
も
ロ
ン
ド
ン
時
代
の
思
考
か
ら
抜
け
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出
せ
ず
、
世
間
体
を
最
優
先
す
る
下
層
中
産
階
級
の
哀
れ
な
姿
が
、
ア
イ
ロ

ニ
ー
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
に
根
を
下
ろ
し
、

揶
揄
や
嘲
笑
を
浴
び
な
が
ら
、
近
現
代
の
イ
ギ
リ
ス
文
化
を
逆
説
的
に
支
え

て
き
た
」
下
層
中
産
階
級
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
新
井
潤
美
『
階
級
に
と
り

つ
か
れ
た
人
び
と
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
一
年
）
が
詳
し
い
。

（
15
）G

.
M

.
T

revelyan,
E

nglish
Social

H
istory

(1942;
H

arm
ondsw

orth:

Penguin,1982)
588-89.

（
16
）W

.J.R
eader,L

ife
in

V
ictorian

E
ngland

(L
ondon:B

atsford,1964)
53.

（
17
）Pierre

C
oustillas,

“G
issing’s

V
ariations

on
U

rban
and

R
ural

L
ife”

in

V
ictorian

W
riters

and
the

C
ity,ed.Jean-Paul

H
ulin

and
Pierre

C
oustillas

(V
illeneuve

d’A
scq:Publications

de
l’U

niversité
de

L
ille

III,1979)
143.

（
18
）
一
九
〇
〇
年
十
月
三
十
一
日
、
漱
石
は
ロ
ン
ド
ン
塔
を
見
物
す
る
前
に
群

集
や
交
通
に
圧
倒
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
留
学
生
活
で
神
経
を
や
ら
れ
る

よ
う
な
ス
ト
レ
ス
を
覚
え
、「
マ
ク
ス
・
ノ
ル
ダ
ウ
の
退
化
論
」
を
信
じ
る
心

境
に
な
っ
て
い
る
。
ノ
ル
ダ
ウ
の
著
書
『
退
化
論
』（
一
八
九
二
年
）
に
よ
れ

ば
、
近
代
の
芸
術
家
は
過
密
す
る
都
市
や
工
業
化
さ
れ
た
生
活
に
よ
っ
て
脳

の
中
枢
が
冒
さ
れ
た
病
人
と
見
な
さ
れ
る
。
産
業
革
命
を
経
て
環
境
が
激
変

し
た
ロ
ン
ド
ン
で
適
合
で
き
ず
に
疎
外
感
に
苦
し
ん
だ
ギ
ッ
シ
ン
グ
も
、『
三

文
文
士
』
の
リ
ア
ド
ン
の
よ
う
に
人
間
社
会
と
同
様
の
熾
烈
な
「
本
の
社
会

に
お
け
る
生
存
競
争
」（
第
三
十
三
章
）
で
ス
ト
レ
ス
を
味
わ
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。

（
19
）M

ary
H

am
m

ond,
“‘A

m
id

the
D

ear
O

ld
H

orrors’:
M

em
ory,

L
ondon,

and
L

iterary
L

abour
in

T
he

P
rivate

P
apers

of
H

enry
R

yecroft”
in

G
issing

and
the

C
ity:

C
ultural

C
risis

and
the

M
aking

of
B

ooks
in

L
ate

V
ictorian

E
ngland,ed.John

Spiers
(B

asingstoke:Palgrave
M

acm
illan,2006)

176.

（
20
）M

artin
J.

W
iener,

E
nglish

C
ulture

and
the

D
ecline

of
the

Industrial

Spirit,1850-1980
(C

am
bridge:C

am
bridge

U
P,1981)

ix.
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